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先週の金曜日に4クラス授業がありまし

た。1学期最後の授業となるクラネが2クラ
ス。『数学だより』ほ前回のＮｏ．10が1学期

最後のものになっていたはずでした。この
Ｎｏ．11が1学期のうちに作られるようになる
とは私自身考えてはいませんでした。

金曜日。皆さんが書いてくれた1学期の感

想を読んで、心と体が温かくなりました。一
人一人が気持ちをこめて書いてくれている

のを読んで、本当に心が癒されました。

そして、どうしても、お返事を書きたくな
ったのです。でも、実際には一度崩れた体調

は3日間ではよくなりません。ここでは何人
かとだけしかできませんが、気持ちとしては

皆さん全員と対静させていただく…そんな
気持ちでこれを書きます。
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1学期の間、阜哉鬼生と及業をして、本割こ東し

いことばっかりで、1時間日の峰が多かって、朝しん

どいと思っとったときでも、鬼生の及覚をして今日も

頑張ろ！！ってゆう気準ちになれました。先生は、たま

にしんどそうな顔しとるとき休み時間とか見たけど、
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授業に束てくれる時は、しんどそうな顔ひとつもしな；

いで、笑っている鬼生の及寛が骨きでした。鬼生も

大変なのに頑張旭早きん、自分も頑級らなていつ

も思えょした。数学の授業もいつも丁寧に敢えてく

だきって本間に嫁しｌ⊥です。最後の鬼女の書いた

数学だよりを今、少し儀んで、泣きそうになりょした。

先生はめっちゃ頑張りよるきん、自分も今からも頑

放っていきます。鬼生の及葉のクラスになれてほん

とうに嬉しかったですｄ次の股業も鬼生のクラスが

イイです。

自分もくるしい時には、鬼生のことを思い出して、何

事もあきらめず、頑放っていきたいです。

鬼生に合えて、本割こよかったし、為しいです。　：

この紙には、伝えたいことを書ききれません。だから、こ；
ｌ

のぐらいにしときます。鬼生～卒業する時は一緒妻

におってくだきいよ。

ｉ

これを読んでいで私は何度も涙を流しまし

たよ。そして、不思議でした。その．奥にある

気持ちを、深い感謝とともに、．あなた、そし

て3ヶ月間一緒に授業を歩んできた皆さん

に伝え布いと思ったのです。　．

私の病気は、日本全国で1年間に3万人（交

通事故の3倍！）が亡くなっている・ものです。

その原因として、病気そのものの苦しさとい

うものもあります。しかし、《回復期》や《リ

ハビリ期》には、むしろ社会の中の不理解や

偏見による差別の苦しさが、一気に襲ってく

るのです。つまり、心身の苦しさに加えて、

差別と闘うしんど：さを背負わなければなら

ないのです。私も、これまで何度つぶされそ

うになったことか分かりません。’

そして、その昔㌧さは、本当に人に理解し

てもらうことは難しいのです。

先週は、私にその大波が一気に押し寄せて

きた週でもありました。妻とともに、共倒れ

になってしまうかもしれないギリチギリのと

ころにありました。

そんな中で、またまた、ありえないような

出会いをいただいたのです0その＋？は、苦
しい私の傍らにいセともに私の苦しみを支

えてくださっていた先生との新たな出会い

です。そして、もう一つが、皆さんが書いて

くれた感想でした。

とくに、あなたは私の「最後の」『数学だよ

り』を少し読んで「泣きそうになりました」

と言ってくれたね。「自分もくるしい時には、

先生のことを思い出して、何事もあきらめず、

頑張っていきたい」と言ってくれたね。

人の苦しみを我がことのように感じられる

人が実際にいる。それがすでに奇跡的です。

そのような人がいるということが不思嶺な

気さえしたのです。

ありがとう。心の底から、この気持ちを伝

えたかったんです。


